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論 文 審 査 結 果 の 要 旨

肺動静脈瘻の塞栓術後の再灌流と瘤径の縮小率との関連を調べ，再灌流を示唆する縮小率の

カットオフ値を決定する研究である．栄養動脈をコイルで塞栓した肺動静脈瘻 22 病変を対象

とした．瘤径の縮小率と再灌流の有無を治療後 1，3，12 か月後に CT にて評価した．再灌流

を認めた群と認めなかった群間で縮小率を比較した．縮小率を用いて診断能の有効性を決定

するために ROC 曲線を作成した．再灌流が見られた病変は 1，3，12 か月後にそれぞれ 14，
13，11 病変であった．平均の縮小率は 3 か月後と 12 か月後で有意差を認めた．ROC 曲線下

の面積は 3 か月後に 0.091，12 か月後は 0.934 であった．12 か月後の時点で瘤径の縮小率が

60 %未満であった全ての 9 病変は再灌流を認めた． 
肺動静脈瘻の塞栓術後 3 か月と 12 か月後では瘤径の縮小率は密接に関連していた．12 か月

後で縮小率が 60 %未満の病変は再灌流が示唆される． 
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